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自動車駆動用ﾘﾁｳﾑｲｵﾝﾊﾞｯﾃﾘｰの構造例

自動車駆動用ﾘﾁｳﾑｲｵﾝﾊﾞｯﾃﾘｰは一般的に
下図のような３層構造になっています。
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また各々のﾓｼﾞｭｰﾙはｾﾝｻｰﾕﾆｯﾄを持っており、
車載用電池ﾊﾟｯｸはそれらを束ねるｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ※１を持っています。

※１ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ：制御ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ

※２

※２ 図中、電池ﾊﾟｯｸのｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄが電池ﾊﾟｯｸではなく車体他所に装着されている場合もあります。
また電池ﾊﾟｯｸのｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄを車体側ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄが兼ねている場合もあります。

自動車駆動用ﾘﾁｳﾑｲｵﾝﾊﾞｯﾃﾘｰは、車載状態において
機能、安全性が保証されています。



ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ
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ｾﾝｻｰﾕﾆｯﾄ ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄはﾘﾁｳﾑｲｵﾝﾊﾞｯﾃﾘｰの充電、放電の管理制御を行う他、
充電・放電状況等を記憶します。

※

※ 図中、電池ﾊﾟｯｸのｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄが電池ﾊﾟｯｸではなく車体他所に装着されている場合もあります。
また電池ﾊﾟｯｸのｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄを車体側ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄが兼ねている場合もあります。



車両ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄとの総合制御例

車載用電池パック

電池ﾊﾟｯｸのｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄは車両搭載のｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄと連携して
総合的に充電、出力、その他を制御します。
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※ 図中、電池ﾊﾟｯｸのｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄが電池ﾊﾟｯｸではなく車体他所に装着されている場合もあります。
また電池ﾊﾟｯｸのｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄを車体側ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄが兼ねている場合もあります。

※



車両ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄとの総合制御例

車載用電池パック

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄはｾﾙ間に性能差等が生じた時にはそれを認識し、
一部のｾﾙ、またはﾓｼﾞｭｰﾙが過充電・過放電等の異常な状態にならない
ように総合制御する保護機能を持ち、またﾕｰｻﾞｰにｻｰﾋﾞｽを促したりします。

車両制御
ﾜｰﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾟ点灯等

保護制御総合制御

※ 図中、電池ﾊﾟｯｸのｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄが電池ﾊﾟｯｸではなく車体他所に装着されている場合もあります。
また電池ﾊﾟｯｸのｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄを車体側ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄが兼ねている場合もあります。

※



その他用途の制限

車載用電池ﾊﾟｯｸは車両から降ろして単体でその他用途に使用した場合、
車両側との総合制御がなくなり、

電池の保護制御ができなくなる可能性があります。

このため自動車ﾒｰｶｰは車両搭載状態以外での
その他用途での電池ﾊﾟｯｸの性能、品質を保証していません。
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※ 図中、電池ﾊﾟｯｸのｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄが電池ﾊﾟｯｸではなく車体他所に装着されている場合もあります。
また電池ﾊﾟｯｸのｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄを車体側ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄが兼ねている場合もあります。

※



使用済自動車由来のﾘﾁｳﾑｲｵﾝ
ﾊﾞｯﾃﾘｰを単体で使用すると
電池の保護制御が機能せず

安全性が損なわれる
おそれがあります。

以上



自動車・電池ﾒｰｶｰ連携による既存回収ｽｷｰﾑ例
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自動車・電池メーカーが解体業者からﾘﾁｳﾑｲｵﾝﾊﾞｯﾃﾘｰを
引取り、自らリユース、適正処理、再資源化。
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